
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
行状に配設される複数のゲートラインと、列状に配設される複数のデータラインと、それ
らの交差部にマトリクス状に配設される有機 EL素子、蓄積容量、及び画素駆動用の薄膜ト
ランジスタを含む画素部と、前記複数のデータラインごとに画像信号の供給を制御するた
めの複数の電流源を有するソースドライバと、前記複数のゲートラインを制御するゲート
ドライバとからなり、
前記ゲートドライバは、ｎ本の複数のゲートラインを同時に選択走査する期間を有すると
共に、少なくとも前記ゲートラインの端部にて、画素駆動用の薄膜トランジスタを持った
（ｎ－１）本以上のダミーゲートラインが備えられることを特徴とするアクティブマトリ
クス型表示装置。
【請求項２】
ダミーゲートラインは、前記ゲートラインの走査方向に対応し、少なくとも走査開始ライ
ンの前、走査終了ラインの後のいずれか一方に備えられることを特徴とする請求項１記載
のアクティブマトリクス型表示装置。
【請求項３】
請求項１記載のアクティブマトリクス型表示装置において、
ゲートラインとダミーゲートラインを含めたゲートラインを複数本選択され、順次走査さ
れることを特徴とするアクティブマトリクス型表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はアクティブマトリクス型表示装置に関する。より詳しくは、表示データを電流制
御により駆動し、有機ＥＬ素子を発光させるアクティブマトリクス型表示装置の駆動技術
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図４を参照して従来のアクティブマトリクス型表示装置の構成を説明する。図４は、従来
パネルの回路ブロックの例を示す。従来のアクティブマトリクス型表示装置は、行状に配
線した複数のゲートラインＧ１からＧ２２０と、列状に配線した複数のソースラインＳ１
からＳ１９６と、上記ゲートライン、及びソースラインの交差部に設けられる有機ＥＬ素
子、蓄積容量、及び画素駆動用の薄膜トランジスタＴＦＴより構成された画素部４３と、
上記複数のデータラインごとに、画像信号の供給を制御するための複数の電流源を具備し
たソースドライバ４２と、上記複数のゲートラインを制御するゲートドライバ４１とから
構成されている。
【０００３】
次に、図５を参照しながら、有機ＥＬ素子を電流駆動にて動作させる方法について説明す
る。図５は上記表示素子における１つの画素と１つのソースラインを示す。ここで、５１
は画素部であり、ＶＤＤは電源、Ｃｓは蓄積容量、ＭＰ１からＭＰ４は Pチャンネル型の
ＭＯＳトランジスタ、ＥＬは有機ＥＬ素子を示している。また、ＧｎＡはＭＯＳトランジ
スタＭＰ１およびＭＰ３をオン又はオフさせるための制御信号、ＧｎＢは同様にＭＯＳト
ランジスタＭＰ４をオン又はオフさせるための制御信号であり、ＭＰ１・ＭＰ３・ＭＰ４
はそれぞれのゲートラインを介してゲートドライバに接続されている。また５２はソース
ライン、５４はソースライン上に存在する抵抗成分Ｒと容量成分Ｃからなる負荷インピー
ダンス、５３はソースドライバ中の画像信号をセットするための電流源である。ここで、
画像データが決定されると、電流源５３にはデータに対応した電流Ｉｄが設定される。
【０００４】
次にＧｎＡが「Ｌ」になるとＭＯＳトランジスタＭＰ１・ＭＰ３がオンとなり、蓄積容量
Ｃｓに設定電流Ｉｄに対応した電荷が蓄積される。次に蓄積容量ＣｓによりＭＯＳトラン
ジスタＭＰ２がバイアスされ、ソースライン５２には設定電流Ｉｄと等しい電流Ｉが印加
される。次にＧｎＡが「Ｈ」、ＧｎＢが「Ｌ」になると、ＭＰ４がオンとなり、結果的に
ソースライン電流ＩはＭＰ４を介して有機ＥＬ素子に書き込まれ、設定電流に応じて、有
機ＥＬ素子が発光する。
【０００５】
以上のようにして、他のゲートラインに対しても、同様の方法で画像データを書き込んで
いく。なお、上記「Ｌ」は、ローレベルを示し、上記「Ｈ」は、ハイレベルを示す。また
、上記「オン」は、ＭＯＳトランジスタのドレイン電極・ソース電極間が導通状態である
ことを示し、上記「オフ」は、ＭＯＳトランジスタのドレイン電極・ソース電極間が非導
通状態であることを示す。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ここで、有機ＥＬ素子が発光するのに必要な電流は、一般的に数十ｎＡから数μＡ程度と
非常に小さい。特に、黒表示の場合、数十ｎＡの精度で画素に電流を書き込むことが必要
となる。また、実際ソースライン５２には、負荷インピーダンス５４が存在するため、上
記のような小さい電流では、負荷インピーダンス５４の影響により、１水平走査期間内で
、十分な電流を画素５１に書き込むことができないといった問題が生じる。
【０００７】
上記問題を解決するためのひとつの方法として、複数本のゲートラインを同時に選択し、
ソースラインへの電流を複数倍に増やしてやることにより、負荷インピーダンス５４の影
響による書き込み不足を低減させる方法が挙げられる。
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【０００８】
次に、図６を参照しながら、上記複数本の駆動を行う方法とそのときの課題について説明
する。図６はゲートラインを複数本同時に選択した場合の動作例について説明した図であ
る。ここで、６１・６５は画素部であり、構成、動作については図５で示したものと同様
である。また、ＧｎＡ・ＧｎＡ２はそれぞれの画素のＭＯＳトランジスタをオン又はオフ
させるための制御信号であり、それぞれのゲートラインを介してゲートドライバに接続さ
れている。また６２はソースライン、６４はソースライン上に存在する抵抗成分Ｒと容量
成分Ｃとからなる負荷インピーダンス、６３はソースドライバ中の画像信号をセットする
ための電流源である。ここで、ＧｎＡとＧｎＡ２を同時に選択することにより、画素６１
と画素６５には同時にオンとなり、ソースライン６２の電流は、画素６１と画素６５の各
電流の和となる。結果として、上記同時選択本数を増やすことにより、ソースライン６２
への充電能力を増加させることができ、上記ソースラインへの電流の書き込み不足を低減
することが可能となる。
【０００９】
しかしながら、上記複数本駆動を行う場合、新たに表示むらの課題が発生する。上記表示
むらの課題について、図７、図８を参照しながら説明する。図７はゲートのタイミングチ
ャート例を示したものである。ここで、Ｇ１からＧ４及びＥ１からＥ４は各ゲートライン
に印加される信号波形を示し、それぞれ図５のＧｎＡ及びＧｎＢに対応している。なお、
各波形の論理についてはここでは考慮していない。つまり、Ｇ１からＧ４がソースライン
への書き込みタイミングであり、Ｅ１からＥ４は有機ＥＬ素子を発光させるタイミングで
ある。また、７２は１ライン分に相当する水平走査期間を示す。したがって、ここでは３
本の信号を同時に選択させる場合を想定している。ここで、各タイミングにおいて、図７
の実線以降では、すべて３本のゲートラインが同時に選択されている。しかし、それ以前
のタイミングにおいては１本・２本と同時選択本数が不足している期間７１が存在するこ
とがわかる。
【００１０】
上記のように、ゲートラインを複数本同時に選択させて走査した場合、走査開始ラインと
走査終了ラインには、同時選択する本数に応じて必ず選択数が不足するラインが存在して
しまう。本例では３本のゲートラインを同時選択しようとしているので、走査開始ライン
と走査終了ラインには同時選択本数３本から１引いた数、具体的には、それぞれ２本のゲ
ートラインについて、同時選択本数の不足が生じる。前述したように、同時に選択する本
数を増やすと、ソースラインへの書き込み不足は低減されるので、反対に、上記２本のゲ
ートラインについてはソースラインへの書き込み量が他のゲートラインとは異なってしま
う。結果として図８の８１・８２に示すような表示むらが発生する。
【００１１】
本発明においては、上記ゲートラインを複数本を同時に選択して走査した場合に発生する
表示むらを低減し、高品質な表示装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明のアクティブマトリクス型表示装置は、
行状に配線した複数のゲートラインと、列状に配線した複数のデータラインと、それらの
交差部にマトリクス状に配設される有機 EL素子、蓄積容量、及び画素駆動用の薄膜トラン
ジスタを含む画素部と、上記複数のデータラインごとに、画像信号の供給を制御するため
の複数の電流源を有するソースドライバと、上記複数のゲートラインを制御するゲートド
ライバからなる。
【００１３】
上記ゲートドライバは、ｎ本の複数のゲートラインを同時に選択走査する期間を有すると
共に、少なくとも上記ゲートラインの端部において、画素駆動用の薄膜トランジスタを持
った（ｎ－１）本以上のダミーゲートラインを備えている。
【００１４】
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また、上記ダミーゲートラインは、少なくとも走査開始ラインの前、走査終了ラインの後
のいずれか一方に配置した構成を有する。また、ゲートラインとダミーゲートラインを含
めたゲートラインを複数本選択し、順次走査することを特徴としている。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら、実施の形態を説明する。
【００１６】
（実施の形態１）
図１は本発明の実施の形態におけるアクティブマトリクス型表示装置の構成を示したもの
である。本発明の表示装置は、行状に配線した複数のゲートラインＧ１からＧ２２０と、
列状に配線した複数のソースラインＳ１からＳ１９６と、上記ゲートライン及びソースラ
インの交差部に設けられ、有機ＥＬ素子ＥＬ、蓄積容量Ｃｓ、及び画素駆動用の薄膜トラ
ンジスタＴＦＴより構成された画素部１３と、上記複数のデータラインごとに、画像信号
の供給を制御するための複数の電流源を有するソースドライバ１２と、上記複数のゲート
ラインが制御されるゲートドライバ１１とから構成されている。また、ゲートラインＧ１
及びＧ２２０の上下には、複数のダミーゲートライン１４、及び１５が設けられる。
【００１７】
なお、有機ＥＬ素子を電流駆動にて動作させる方法については、従来技術と特に変わりは
ないので、詳細については省略する。
【００１８】
次に、本発明の複数のダミーゲートラインを有した表示装置の動作について、図２・図３
を参照しながら説明する。図２は本実施例におけるゲートラインの走査開始時のタイミン
グチャートを示す。ここで、Ｇ１からＧ３及びＥ１からＥ３は複数のゲートライン信号を
示し、それぞれ図５のＧｎＡ及びＧｎＢに対応している。具体的には、Ｇ１からＧ３がソ
ースラインへの書き込みタイミングであり、Ｅ１からＥ３は有機ＥＬ素子を発光させるタ
イミングとなる。また２３は１ライン分に相当する水平走査期間を示す。従って、本例で
は３本の信号を同時に選択させた場合を想定している。また、ＧＤ１、ＧＤ２及びＥＤ１
、ＥＤ２はダミーゲートラインのタイミングを示す。本例では（同時選択数－１）、つま
り２本のダミーゲートラインを有する。
【００１９】
ここで、各タイミングにおいて、図２の実線より前の期間に相当するダミー期間２１では
、１本、２本と同時選択本数が不足しているが、図２の実線以降に相当する実走査期間２
２では常に３本の同時選択本数が確保できていることがかわる。なお、上記ダミーゲート
ライン部の画素には、ソースラインの負荷インピーダンスに充電させるＭＯＳトランジス
タと蓄積容量のみを用い、有機ＥＬ素子を配置しないことにより、ダミーゲートラインの
表示については無視できる。
【００２０】
このように、ゲートの走査開始ラインの前に少なくとも２本のダミーゲートラインを持つ
ことにより、１ライン目から３本同時選択による走査を行うことが可能となり、従来の表
示むらの課題を解決することができる。
【００２１】
以上述べたように、本発明の表示装置を用いることにより、上記複数本を同時に選択して
駆動した場合においても従来課題であった表示むらを低減し、高品質な表示装置を得るこ
とができる。
【００２２】
（実施の形態２）
次に、本発明の第２の実施例における複数のダミーゲートラインを備える表示装置の動作
について、図３を参照しながら説明する。なお、表示装置の構成、及び有機ＥＬ素子の駆
動方法については、（実施の形態１）と特に変わりはないので、ここでは省略する。
【００２３】

10

20

30

40

50

(4) JP 3870763 B2 2007.1.24



図３は本実施例におけるゲート走査終了時のタイミングチャートを示す。ここで、Ｇ２１
８からＧ２２０及びＥ２１８からＥ２２０はゲートライン信号を示したもので、それぞれ
図５のＧｎＡ及びＧｎＢに対応している。具体的には、Ｇ２１８からＧ２２０がソースラ
インへの書き込みタイミングであり、Ｅ２１８からＥ２２０は有機ＥＬ素子を発光させる
タイミングとなる。また３３は１ラインに相当する水平走査期間を示す。したがって、本
例では３本の信号を同時に選択させた場合を想定している。また、ＧＤ３、ＧＤ４及びＥ
Ｄ３、ＥＤ４はダミーゲートラインのタイミングを示す。本例では（同時選択数－１）、
つまり２本のダミーゲートラインを有している。
【００２４】
ここで、各タイミングにおいて、図３の実線以降の期間に相当するダミー期間３２では、
１本、２本とそれぞれ同時選択本数が不足しているが、図２の実線以前に相当する実走査
期間３１では常に３本の同時選択本数が確保できていることがかわる。なお、上記ダミー
ゲートライン部の画素には、ソースラインの負荷インピーダンスに充電させるＭＯＳトラ
ンジスタと蓄積容量のみを用い、有機ＥＬ素子を配設しないことにより、ダミーゲートラ
インの表示については無視できる。
【００２５】
このように、ゲート走査終了ラインの後に少なくとも２本のダミーゲートライン配置する
ことにより、２２０ライン目まで３本同時選択による走査を行うことが可能となり、従来
の表示むらの課題を解決することができる。
【００２６】
以上述べたように、本発明の表示装置を用いることにより、複数本を同時に選択して駆動
した場合においても従来課題であった表示むらを低減し、高品質な表示装置を得ることが
できる。
【００２７】
【発明の効果】
本発明のアクティブマトリクス型表示装置は、ｎ本の複数のゲートラインを同時に選択走
査する期間を有すると共に、少なくとも上記ゲートラインの端部において、画素駆動用の
薄膜トランジスタを持った（ｎ－１）本以上のダミーゲートラインを、少なくとも走査開
始ラインの前、走査終了ラインの後のいずれか一方に具備し、そしてゲートラインとダミ
ーゲートラインを含めたゲートラインを複数本選択し、順次走査することにより、実際の
走査期間において、常に複数本の同時選択による走査を行うことが可能となり、従来の表
示むらの課題を解決すると共に、高品質な表示装置を得ることができ、産業的価値が大き
い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態におけるアクティブマトリクス型表示装置の構成図
【図２】本発明の実施の形態１におけるアクティブマトリクス型表示装置のタイミングチ
ャートを示した図
【図３】本発明の実施の形態２におけるアクティブマトリクス型表示装置のタイミングチ
ャートを示した図
【図４】従来のアクティブマトリクス型表示装置の構成図
【図５】従来のアクティブマトリクス型表示装置の画素構成図
【図６】従来のアクティブマトリクス型表示装置の課題を示した図
【図７】従来のアクティブマトリクス型表示装置のタイミングチャートを示した図
【図８】従来のアクティブマトリクス型表示装置の表示課題を示した図
【符号の説明】
１１、４１　ゲートドライバ
１２、４２　ソースドライバ
１３、４３、５１、６１、６５　画素部
１４、１５　ダミーゲートライン
２１、３２　ダミー期間
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２２、３１　実走査期間
２３、３３、７２　水平走査期間
５２、６２　ソースライン
５３、６３　電流源
５４、６４　負荷インピーダンス
７１　同時選択数不足期間
８１、８２　表示むら
Ｇ１からＧ２２０　ゲートライン
Ｓ１からＳ１７６　ソースライン
ＧＤ１からＧＤ４、ＥＤ１からＥＤ４　ダミーゲートライン波形
ＶＤＤ　電源
Ｃｓ　蓄積容量
Ｉｄ　データ設定電流
Ｉ　ソース電流
ＧｎＡ、ＧｎＡ２、ＧｎＢ　ゲート選択信号
ＭＰ１からＭＰ４　ＰチャンネルＭＯＳトランジスタ
ＥＬ　有機ＥＬ素子
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